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　　主　　題（2017 ／ 2018）
国 際 会 長　　「ともに、光の中を歩もう」　　　　　　　　　　　　　　
ア ジ ア 会 長　　「ワイズ運動を尊重しよう」　
西 日 本 区 理 事　　2022 年に向けて「心身の健康づくりから、クラブの健康づくりへ」
中 部 部 長　　「愛し合い、助け合い、心はいつも青春」
名古屋クラブ会長　　「ワイズは楽しく、有意義に」

2017 〜 2018　11 月号　(No848）

在　　籍	 25 名
第 1 例会	 19 名
　　メネット	 4 名
ゲスト・ビジター 	 1 名
第 2 例会	 12 名
　　メネット	 0 名
　　ゲスト	 1 名
メーキャップ	 2 名
出席率	 92%
メネット会	 6 名
　　ゲスト	 4 名

10 月クラブ出席 B　　　F

切手	 0pt

現金	 0pt

小計	 0pt

切手	 191pt

現金	 0pt

合計	 191pt

10
　
月

累
計
（
7
〜
10
月
）

伊左治	 ◯

尾　関	 ◯ 

小　尾	 ◯

可　知	 ◯

川　口	 ◦

川　本	 ◎

河　部	 M

鬼　頭	 ◯

木　本	 ◎

久保田	 ◎

塩　田	 ◦

鈴木（貞）	 M

鈴木（学）	 ○

相　馬	 ◎

谷　川	 ◎

常　川	 ◯

寺　田	

中　村	 ◯

西　村	 ◎

平　野	 ◎

広　瀬	 ◎

深　谷	 ◯

山　口	

義　井	 ◎

渡　辺	 ◎

10　月　　個　人　出　席 第一例会（10/10）	
　　　　（メネット）	 伊左治　尾関　西村　長井
　　　　（ゲスト）	 惟任
第二例会（10/17）	
　　　　（ゲスト）	 惟任
九州部会（10/1）	 川口
びわこ部会（11/5）	 川口　川本
メネット会（10/14）	伊左治  尾関  久保田  西村  加藤  深谷
　　　　　　（メン）　谷川
　　　　　（ゲスト）　飯田　成　高本
チャリティラン（11/4）	小尾　川本　木本　久保田　塩田　	
	 相馬　谷川　西村　中村　平野　広瀬
	 義井　渡辺
　　　　（メネット）	 西村　平野
　　　　（コメット）	 平野②	 　

第　2　例　会

と　き︰ 2017 年 11 月 21 日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ：名古屋 YMCA
プログラム：12 月クリスマス例会
　　　　　　70 周年記念事業の件　その他

　秋の気配を感じる頃には、日本中でハロウィン一色の様子を
呈してカボチャのモンスターが跋扈している。私の子どもの頃
カボチャと言えば冬至に食べた煮物しかピンとこない。最近の
ハロウィンのイベントでは相当な経済効果があるようで、パー
ティーグッズや仮装衣装が所せましと店頭を賑わしていて、今
どきの小学生が仮装して登校する光景を目の当たりにして時代
は変わったとカルチャーショックを受けている。ハロウィンは
もともと収穫祭が起源らしいが、仮装行列のようなこの流れが
馴染めない。収穫と言えばこの時期に新米が世に出回り、巷で
は新米入荷と所々に張り紙がしてあり、我が家のメネットの実
家が農家で新米を頂くが、神嘗祭が済むまでは新米を口にしな
いのが我が家のしきたりになっている。
　今年の我が家の秋のイベントは、次男坊が５歳を迎え七五三
詣であった。熱田神宮に詣で神様にご報告、感謝、祈願をして
来た。恥ずかしながら七五三詣での意味を良く理解していない
ことに気が付いた。何となく継承行事としてきたが、改めて調
べてみると江戸時代の第５代将軍の徳川綱吉の長男の健康を祈
って始まったとされる説が有力とされているらしいが、意味を
理解せず慣習としていることが多いような気がした。羽織と袴
の出で立ちで日本男児の装いの次男坊を見ながら、自分が和装
をしたのは何回か考えてみたが、七五三詣でと結婚式くらいで、
それほど和装をしたこと無い。神宮では着物姿の大和撫子を多
く拝見できたが、今一度日本文化を見直そうと感じた秋の一日
であった。

秋のイベント
　平　野　実　郎　

会　　長　谷川　修

副 会 長　常川　鬼頭

書 　 記　川本　鈴木（貞）　

会　　計　塩田　川口　
ブリテン　久保田　伊左治　川口　平野

11 月例会プログラム

と　き：2017年 11月 14日㈫7：00p.m.〜 8：30p.m.

ところ：名古屋 YMCA

　				   司　会　川本　龍資君

開会宣言　	 　　　  		 会　長　谷川　　修君

ワイズソング

聖書朗読・祈祷		  木本精之助君	

食　事	

プログラム

　　卓話　「名古屋ワイズ 70 年を振り返る」

　　　　　　　　　　　　　　　　西村　清君他

諸報告

ドライバースピーチ		  鬼頭栄子さん

YMCA の歌

閉会宣言　	 　　　  　　　会　長　谷川　　修君



(2)

■ ■ ■   第 1 例会レポート  ■ ■ ■

と　き ： 2017 年 10 月 14 日（日）　PM7:00 〜 8：30

ところ ：名古屋 YMCA

　金沢ワイズメンズクラブより山内ミハル中部部長、数沢メ

ン、メネットが遠路遥々ご参加くださいました。9 月 18 日

に行われた第 21 回中部部会と金沢クラブ７０周年記念式典

へ名古屋クラブから 10 名参加のお礼と、11 月 18 日の合同

メネット会のご案内がございました。終会後そのままトンボ

帰りなさるとお聞きし、さすが！本物のワイズスピリッツ大

いに感じ入りました。お疲れ様でした。感謝です。

　8 月 15 日より 4 泊 5 日の日程で実施された日韓ユースセ

ミナーの報告が、リーダーの日比さん、桜井さん、スタッフ

の重留さん、藤本さんからありました。

　今回は初日に名古屋クラブによる歓迎会があり、翌日より日

和田キャンプ場にて韓国と日本のユースメンバーによる２泊３

日の合同キャンプが実施されました。協力してテントを設営し

たり浴衣を着たり犬山城を散策したりと盛り沢山なプログラム

を通し、心からの親交を深めることができたようです。

　当セミナーでは、『私たちにできること』をテーマに熱く

意見の交換がなされ、両国の未来を担う若者として、どうし

たら相互の理解が可能になるのかといった根源的な問題につ

いて、言葉の壁、見解の壁を乗り越えて友情を育むことは可

能であることが実感できたという報告は、将来この参加メン

バーの時代が到来したあかつきには、友情を基にした平和な

世界の建設は夢ではないのではと、明るい展望を感じさせる

ものでした。

　これもソウルと名古屋の両ＹＭＣＡの友情の賜物なのだろ

うと、諸先輩方が築いてこられた歴史に感謝しました。

　卓話は中村総主事。名古屋ＹＭＣＡの新規事業である『日

本語学校』について。

　現在日本にいる在住外国人は約 230 万人、そのうち愛知県は

22 万４千人を占めこれは全国でも第 2 位の人数になります。

　YMCA の日本語教育が目指すものは、日本語と日本文化を

学ぶことにより、様々な国の人々の相互理解を促進し、共に

生きる社会の実現に貢献する人材を育成することにあります。

　現在日本には 600 校以上の日本語学校が存在しますが、

その中において、YMCA ならではの特色として、ボランティ

アチューター制度を導入し、言語教育のみならず人間教育を

実施していきたいと考えておられます。

そこで総主事からワイズにお願い。

「留学生に日本語で話しかけてあげてください。

　たまには食事にでも誘い、和やかな交流のうちに　ともに

生きる YMCA スピリッツを実践してほしいと思います。」

　みなさんご協力お願いします。� （深谷　聡）

第 24回名古屋YMCAチャリティーラン
　秋晴れの 11 月４日 ( 土 ) 名城公園で恒例のチャリティー

ランが日本Ｙ同盟・Y's 西日本区共催、後援 13・協力約 80

を受け、( 有森裕子全国大会委員長 ) 青木哲史実行委員長の

下開催されました。

　幼児から一般の個人の部 52 名、チームレース走者 ( 各組

１女性は含み、６名 ×70=)420 名が応援受けて楽しくも懸

命に走る光景に感動し、各ボランティアも勤しまれたこと

でしょう。我が名古屋クラブ 24 年間恒例のみたらし団子・

提供を名古屋Ｙ新理事長川本 Y's、谷川クラブ会長他名古屋

Y's で切れ目ない行列の方がたに「お待ちどう様 !」( 献金の )

ご協力に感謝 ! を呼びかけ、私が並んで受けたみたらしの１

本ずつが Y's の皆さんのお昼となったかな？と、私の喜び・

感謝の日と成りました。

　大会に関わった全ての方がたへ神様の祝福を祈ります。

（相馬 静香）

ワイズデーを PR して、ワイズメンズクラブの社会的認知度を高めましょう！そして、EMC やクラブ活性化に繋げましょう！

伊藤　剛 広報・情報委員長（京都）

西日本区強調月間リスト　11月　Public Relations Wellness
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メネット会が開かれました
　10 月 14 日 ( 土 )　愛知牧場が経営する「ログテラスあい

ぼく」というレストランを会場に、メネット会が開かれメネッ

ト連絡員として参加してきました。

　直前会長の深谷朗子メネットが、退会された会員メネット

をお誘い、これに応えてくれた飯田純子、成雪子、高本香代

子元メネットを囲み、伊左治クミ子、尾関静枝、久保田美代

子、西村牧子、加藤邦子メネットが参加されるという久しぶ

り？に賑やかなメネット会となりました。周りのお客様はと

いうと、みんな若い。それでも、話し声も、食べっぷりも負

けてはいません。話も弾んで時間もあっという間に過ぎてい

きます。次に再開するのは !?　70 周年記念例会へのお誘い

も抜かりなくすすめられましたので、その時に、また会える

のを期待です。愛実の会のクリスマス奉仕をクラブとして実

施する話や、４月はメネットナイトとして開催したいという

提案をさせてもらいました。メネット会としてはこれまでの

ようにはやれない、メネット会計も独立してすすめるのは難

しいので、クラブ会計のなかですすめて欲しいという話を伺

いました。� （谷川　修）

■ ■ ■   第 2 例会レポート  ■ ■ ■

と　き：2017 年 10 月 17 日（火）19：00 ～ 21：00

１．11 月第一例会について

　　卓話：西村　清ワイズ「名古屋クラブ 70 年を振り返る」

２．今後の例会予定について

　　12 月：「クリスマス例会」12 月 9 日（土）

　　　17：30 ～ 20：00　アイリス愛知 12 Ｆレストラン

　　　17：30-18：00　�クリスマス礼拝（メッセージ：塩

田ワイズ、司会：川本本部長、奏楽：

西村メネット）←担当責任：川本

　　　18：00-20：00　�クリスマス祝会（プレジャー企画：Ｈ

ＡＺＵさんによるパフォーマンス）

　　　　　　　　　　　　　　 ←担当責任：谷川

　　・会費：�7,000（メン・ゲスト共）小学生：3,000、乳

幼児は無料

　　・�小学生以下の参加者にクリスマスプレゼントを用意 

（人数把握の上手配）

　　・（財）名古屋ＹＭＣＡの若手スタッフ若干名を招待する

　　・�５０名規模のクリスマス会を想定。チラシも作成し、

参加を広く呼びかける。

   1 月：？

　2 月：70 周年記念例会最終打合せ

　3 月：�「70 周年記念例会を名古屋クラブの３月第一例会」

と位置づける

　4 月：「メネットさんの為の」例会「お花見例会？」

　5 月：？

　6 月：年度総括

　★�卓話者候補として、国際飢餓対策機構：星野さん、Ｙス

タッフ：遠藤さん（キョメ）が挙がった。

　１月、５月辺りに依頼することを検討する。

３．次期会長選出について

　・�協議の結果、鈴木貞祥メンを候補者として選出、谷川会

長から打診することを決定した。

４．�「愛実の会」クリスマスについて

　・�昨年までメネット会が携わってきた「愛実の会」クリス

マス会を、今年度より名古屋クラブの

　　地域奉仕・環境事業の一環として奉仕する事を決定。　

１２月９日（土）昼食時間帯。

　　�昼食作り（カレーライス：小尾ワイズに打診）、バンド

演奏（渡辺ワイズ主体）を計画する。

5．７０周年記念事業について

　・�１０月度例会で名古屋ＹＭＣＡ日本語学校開校につい

ての卓話を中村総主事にしていただき、ＹＭＣＡの日本

語学校についての必要性を共有した。第二例会において、

具体的な必要について惟任さんから「視聴覚室（オーディ

オルーム）」「生徒通学用自転車」などが準備段階におい

て必要である事をお聞きした。→支援の具体的内容をＹ

ＭＣＡとして依頼してもらう事とする。

　・�寄付の規模について、第２例会出席者の間では「100

万円程度」が妥当との意見が多かったがクラブの総意と

して決定するべき事項として、第１例会にて審議するこ

ととする。

６．ＹＭＣＡ関連行事（１１月）

　　1）�10 月 29 日（日）名古屋ＹＭＣＡ・南山幼稚園バザー

　10：00 ～南山ブランチ

　　2）�11 月 7 日（火）名古屋地区ワイズ連絡会　19：00

～南山ブランチ

　　3）�11 月 24 日（金）チャリティーゴルフコンペ

　　　　8：00 ～さなげカントリークラブ
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　会費は月額7,000円、年額84,000円です。特別メネット会員は年額24,000円です）できるだけ6ヶ

月分 42,000 円を 7 月と 1 月に納入してくださるよう、お願いします。（3 ヶ月分ずつ納入される方

は 7 月、10 月、1 月、4 月に納入して下さい）

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

YMCAニュース

　冬・春シーズンプログラムのパンフレットが出来上がり

ました。新しいブランディングに基づいた、とても爽やか

で見やすいデザインとなっております。10 月末から Web

での参加予約が始まっており、11 月 10 日（金）から電

話予約が始まる予定です。

YMCA　11 月の予定

11 月 4 日（土）チャリティーラン (9：30 受付開始・

10：00 開会式予定、場所：名城公園 )

11 月 24 日（金）チャリティーゴルフ（場所：さなげカ

ントリークラブ）

『こういうわけで、わたしたちもまた、このようにおびただし
い証人の群れに囲まれている以上、すべての重荷や絡みつく罪
をかなぐり捨てて、自分に定められている競争を忍耐強く走り
抜こうではありませんか。』

ヘブライ人への手紙 12 章１節

西　村　　清

　この聖句は、個人的なことになりますが、私が信仰をも

ったばかりの若い頃、教会で自分の信仰の証をする時によ

く引用した思い出の多い聖句で、このみことばを読むと若

いころを懐かしく思い出します。

さて、教会では、１１月は収穫感謝を祝う日であったり、

勤労を感謝する日を定めたり、また同時に聖徒の日（永眠

者記念日）として守るという様々な営みが行われる月なの

です。

　いみじくも１１月の第一例会に、名古屋ワイズメンズク

ラブの７０年を振り返る日として私が卓話を担当すること

になりました。名古屋クラブの歴史を振り返る中で、どれ

ほど多くの先輩が多くの努力を積み重ね、今日の名古屋ク

ラブの歴史をつくってこられたかを知らしめられました。

チャーターメンバーは既に誰もおられず、またその後の先

輩の多くも天国に召されています。しかもそのように逝去

された多くの先輩たちが雲のように取囲んで、私たちを応

援し支えて下さっていることを憶えて、永眠された諸先輩

に感謝をささげたいと思うのです。

　そして私たちはここから始まる８０年、１００年へ向け

て、わが名古屋ワイズメンズクラブの歴史を刻んで行きた

いと願うのです。ただその道はやさしい道のりではないか

もしれません。むしろいろいろな困難が伴うでしょうし、

難しい事態も経験するかもしれません。また個人の問題と

しても、人との絡みで、ワイズにとどまることに躊躇せざ

るをえないような経験もあるかもしれません。でも私たち

は、一個の理想主義者になることを目指してワイズに入会

し、またより上質な人生を歩むことを意図してワイズメン

になり、今日まで歩んできたのです。ですからいろいろな

重荷や絡みつく罪（悪しき思いや、悪しき状況）をかなぐ

り捨てて、忍耐をもって、自分の前におかれている道を走

り抜く勇気と希望をもって歩んでいければどんなに幸いか

と思うのです。

　名古屋ワイズメンズクラブ７０年を記念することを喜び、

また希望をもって未来に向けて歩み出していくことができ

ればと願っています。

メン　11 月 30 日　寺田仁計君　メネット　11 月 3 日　小尾昌代さん　4 日　長井衣世さん


